
令和 年度（かみかつ里山倶楽部）

ブナ林でさわやかに

さえずる♩ゴジュウカラ

集まるヒレンジャクの群

れ

かみかつ
里山倶楽部便り

高丸山千年の森から
おとどけします～

下記は 月 日（月）より予約受付開始（先着順）

順）

▲高丸山千年の森 月の森の学校▲

令和 年度

（日）はじめてのコケ観察会
★上勝町内を散策して、まずは身近にあるコケたちを

じっくり観察してみましょう。

・指 導：佐治まゆみ氏（徳島県植物誌研究会）
・定 員： 名
・時 間：９時～ 時（予定）
・参加費： 円
・集 合：千年の森ふれあい館

（日）・ （土）・ （土）連続講座

山で使える地図読み講座（初級）
★地形図の読み方や、コンパスの使い方など、山歩きの

計画から実行までの基本を学びます。

・講 師：田村 直人氏
・定 員： 名
・時 間： 時半～ 時（予定）
・参加費：各回 円
・集 合：千年の森ふれあい館

（土）森の香りさがしとアロマウォーターづくり
★いい香り、妙な香り、植物が持つ香りを求めて森を歩
きます。

・定 員：６名
・時 間： 時半～ 時（予定）
・参加費： 円
・集 合：千年の森ふれあい館

天候やその他の都合により、内容を変更することがあります。

詳細は 掲載の行事案内（ ）を参照ください。

（月・祝）

野鳥のさえずりを聞こう
★野鳥の声の「ききなし」や、さまざまな種類の野鳥の

声を聴き分けるポイントを学びましょう。

・講 師：三ツ井 政夫氏・髙井 正明氏
・定 員： 名 （先着順）
・時 間： 時～ 時

（予定）
・参加費： 円
・集 合：高丸山駐車場

（日）春の高丸山ガイド登山
★植物の解説を聞きながら、山頂までゆっくり歩きます

・講 師：徳島県森林インストラクター会
・定 員： 名
・時 間： 時～ 時（予定）
・参加費： 円
・集 合：高丸山駐車場

（土）いろどり農家さんと「細工もの」づくり
★料理に添える「つまもの」になる植物の紹介と、
葉っぱを折って「細工もの」をつくります

・講 師：上勝町のいろどり農家さん
・定 員： 名
・時 間： 時半～ 時半
・参加費： 円
・集 合：千年の森ふれあい館

4 月号

二ホンリス

（ホンドリス）

早春、ヤドリギの実に

集まるヒレンジャクの群れ

（日）ブナ林をシカから守るぞ！①
★ブナ林の保護活動。ネットを張って、シカから森を守
ります（日亜ふるさと振興財団助成活動）

・定 員： 名
・時 間： 時半～ 時半（予定）
・参加費： 円
・集 合：高丸山駐車場



令和 年度（かみかつ里山倶楽部）

◇「かみかつ里山倶楽部」は、上勝町で活動す
る、さまざまな団体と協力して活動します。

◇ＮＰＯ法人郷の元気 ◇㈱かみかついっきゅう

◇㈱もくさん ◇㈲環境とまちづくり

◇ハーモニーライフクラブ旭 ◇上勝林友会

◇勝浦川若手林業研究会 ◇勝浦川流域ネットワーク

◇やいたか ◇上勝自然体験学習研究会

徳島県キャンプ協会所属の山尾勇治さんの指導のもと、お子様づれの３家族が参加してくださいました。最近は、タバ

コや、仏壇や石油ストーブ、ガスコンロがない家も珍しくなく、生活の中で火にふれる機会がほぼ、なくなりました。最初

は怖がっていた子どもたちも、火に慣れてくると、楽しそうにスギ葉や小枝などを焚火にくべるのに夢中です。 また、乾

電池とスチールウールを使っての着火や、濡れた地面で焚火をする工夫など、防災にも役立つ知識を教わりました。

● 月 日（日）親子で初めての火おこし焚火体験

● 月 ・ 日（金・土）山のみそづくり体験

千年の森 ↓【発行】一般社団法人かみかつ里山倶楽部

「徳島県立高丸山千年の森」指定管理者

千年の森ふれあい館

〒 上勝町大字旭字中村

１

塩以外は全部上勝町産の材料を使い、昔ながらのおくどさん（かまど）を使って、作るみそづくり体験です。講師は上勝

なでしこ愛林会の篠崎さん。両日とも大人と子どもが参加しました。作業場にある大きなおくどさんと羽釜で炊かれた、や

わらかい大豆をすくい出し、塩と麹（こうじ）を手で混ぜていきます。そのあと、みそくり機でつぶし、詰めていきました。これ

が夏を越すとおいしいみそになります。参加者からはみそについての質問や感想が飛び交い、楽しい２日間でした。

①クマの生態と四国地域個体群の現状四国でのツキノワグマは剣山系の山奥で、わずか２０

頭しか生息していません。血縁が濃く、

人口設置物による被害が発生！！

はじめてマッチやライターの着火に成功！ 火打ち石や火おこしの道具にも興味津々 親子で協力し、焚火をおこしてもらいました

おいしいみその秘訣はおくどさん、かな？ 大人も子ども一緒になって、豆と塩、麹を混

ぜます

みそくりには力がいります。交代して繰りました

県道１６号線での出来事。１羽のハイタカが、法面の落石防止ネットの間に挟まって動

けなくなっていました。幸い、通りがかった上勝町民に発見され、救出されましたが、

小動物などを追いかけて、網の隙間に入り込んでしまったのでしょう。場所は違いま

すが、以前にもアオバトが挟まってしまった事例がありました。思いがけず、人間の設

置物が、ほかの生き物にとって脅威となってしまうことがあります。

http://www.1000nen.biz-awa.jp/



